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運運行行管管理理者者、、ドドラライイババーーのの皆皆ささんんへへ  

一一時時停停止止はは２２度度停停止止  

車車間間距距離離はは４４秒秒間間  
たたっったた２２つつのの習習慣慣でで、、７７割割のの事事故故をを防防ぐぐ  

  

１１    約約４４割割のの事事故故をを防防ぐぐ習習慣慣～～１１つつ目目のの習習慣慣  
  

人人身身事事故故全全体体のの約約４４割割をを占占めめるる追追突突事事故故をを防防ぐぐににははどどううすするるかか？？  

「「注注意意すするる」」、、「「集集中中すするる」」、、「「前前方方車車両両のの停停止止をを予予測測すするる」」、、「「わわきき見見ををししなないい」」・・・・・・・・・・・・・・・・ななどど、、どどれれもも正正解解でであありりまますす。。  

たただだ問問題題はは、、いいずずれれもも「「確確実実ににででききるるこことと」」ででははなないいののでですす。。    

「「注注意意すするる」」、、「「集集中中すするる」」とといいっったた類類のの対対策策はは、、集集中中のの水水準準をを、、常常にに高高くく保保っってておおくくとといいううここととががででききなないいののでですす。。  

ここここのの結結論論はは、、「「車車間間距距離離をを４４秒秒以以上上ととるるこことと」」でですす。。  

ななぜぜ、、車車間間「「距距離離」」ででななくく、、車車間間「「時時間間」」ななののかか？？メメーートトルルででははななくく、、秒秒でで測測るるののかか？？  

答答ええはは簡簡単単でですす。。「「測測りりややすすいいかからら」」でですす。。  

一一般般にに、、高高速速道道路路ににおおけけるる安安全全なな車車間間距距離離はは、、時時速速ををメメーートトルルにに置置きき換換ええたた距距離離とと教教ええらられれまますす。。  

例例ええばば、、時時速速１１００００kkmm//hh でで走走行行ししてていいるる場場合合のの安安全全なな車車間間距距離離はは１１００００mm とと教教ええらられれまますす。。  

ととこころろがが、、現現実実ににはは、、前前方方のの車車両両ととのの間間にに十十分分なな距距離離をを目目測測でで正正確確にに測測るるののはは困困難難でですす。。  

１１００ｍｍ前前方方ににいいるる車車がが、、どどののくくららいい前前ににいいるるののかか、、とといいううののはは誰誰ででももわわかかりりまますす。。  

たただだしし、、１１００００ｍｍ前前方方ににいいるる車車がが本本当当にに１１００００ｍｍ前前ななののかか判判断断ははつつききまませせんん。。  

一一方方、、秒秒数数ででああれればば比比較較的的誤誤差差ななくく測測定定がが可可能能でですす。。  
  

２２    ななぜぜ、、「「４４秒秒」」ななののかか？？  
  

ドドラライイババーーがが、、前前方方のの車車両両にに気気づづいいててかからら、、止止ままるるままででのの時時間間をを大大ききくく２２つつにに分分けけまますす。。  

〇〇  １１つつ目目はは、、前前方方のの車車両両のの停停止止、、ももししくくはは、、減減速速にに気気づづくくままででのの時時間間でですす。。  

ドドラライイババーーがが認認知知ししてて、、反反応応ししてて、、ブブレレーーキキをを踏踏むむままででのの時時間間とといいううここととでで、、「「認認知知・・反反応応時時間間」」でですす。。  

〇〇  ２２つつ目目はは、、ドドラライイババーーがが反反応応ししてて、、ブブレレーーキキをを踏踏んんででかからら実実際際にに止止ままるるままででのの時時間間でですす。。  

ここれれをを「「制制動動時時間間」」とといいいいまますす。。  

一一般般的的なな話話ととししてて、、認認知知反反応応ししててブブレレーーキキをを踏踏むむままでで、、約約１１秒秒間間とと言言わわれれてていいまますす。。  

ままたた、、時時速速６６００ｋｋｍｍ//ｈｈでで走走行行中中にに急急制制動動ししたた場場合合、、そそのの自自動動車車がが停停止止すするるままででのの時時間間はは１１..４４秒秒とと言言わわれれてておおりりまますす。。  

２２..４４秒秒ああれればば、、良良いいとといいうう計計算算ににななりりまますすがが、、ななぜぜ「「４４秒秒」」必必要要ななののででししょょうう。。  

人人のの認認知知、、反反応応時時間間ににはは「「突突発発的的なな遅遅れれ」」がが生生じじるるののでですす。。  

普普段段はは、、１１秒秒以以下下でで反反応応ででききてていいててもも、、何何回回にに一一回回かか（（個個人人差差ががああ  りりまますすがが））２２秒秒程程度度かかかかっっててししままううののでですす。。  

ここれれががどどれれくくららいい危危険険かかとといいううとと、、  

例例ええばば、、時時速速５５００ｋｋｍｍ//hh でで走走行行中中、、反反応応がが約約００..５５秒秒遅遅れれたただだけけでで、、停停止止すするるままででのの距距離離はは、、約約７７ｍｍ延延びびててししままううののでですす。。  

そそんんななわわずずかかなな遅遅れれはは、、いいつつででもも誰誰ににででもも起起ここりりええまますす。。  
  

３３    追追突突をを防防ぐぐたためめのの安安全全なな車車間間時時間間～～一一般般的的にに車車間間距距離離はは約約２２００ｍｍとと言言わわれれ、、接接近近しし過過ぎぎ！！  
  

遅遅れれをを考考慮慮ししてて、、認認知知・・反反応応時時間間をを２２秒秒とと考考ええ、、制制動動時時間間をを１１..44 秒秒、、余余裕裕をを００..６６秒秒ととりり、、４４秒秒ととななりりまますす。。  

安安全全なな車車間間時時間間のの確確保保はは、、追追突突のの防防止止ににななるるだだけけででははあありりまませせんん。。  

４４秒秒のの車車間間時時間間ををととるるここととでで、、歩歩行行者者のの飛飛びび出出ししななどど、、自自分分のの進進路路のの障障害害物物をを、、素素早早くく発発見見ししてて回回避避ででききまますす。。  

ままたた、、自自車車のの周周囲囲へへ配配慮慮すするる余余裕裕もも生生ままれれ、、車車間間時時間間をを確確保保すするるここととでで、、自自主主的的なな運運転転がが可可能能ととななりり、、前前車車のの動動ききにに惑惑わわさされれずずにに

ゆゆっっくくりりススピピーードドをを落落ととすすここととががでできき、、後後続続車車ももゆゆっっくくりりススピピーードドをを落落ととすすここととががでできき、、追追突突さされれるる危危険険のの防防止止ににももななるるののでですす。。  

セーフティ通信 


